
　
日
頃
よ
り
、
小
松

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
理
解
・
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
吉
實
勇
治
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
去
る
五
月
八
日
、
待
ち
に
待
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
五
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、

更
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ス
ク
生
活
に
よ
る
弊
害
も

チ
ラ
ホ
ラ
と
耳
に
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
制
限
の
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
五
類
移
行
後
、
学
校
生
活
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

通
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
諸
先
輩
方
の
想
い

を
紡
ぎ
、
こ
の
養
正
が
丘
の
伝
統
を
繋
ご
う
と
、
今

年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
目
標
を
、『
ｒ
ｅ
：
想
い
を
紡
ぎ
、

養
正
が
丘
の
絆
を
繋
ご
う
』と
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
途
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
想
い
を
再
び
取
り
戻
し

つ
つ
、
新
し
い
時
代
を
創
っ
て
い
く
一
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
小
松
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
四
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
竹
林
整
備
や
体
育
大
会
等

の
学
校
行
事
に
関
わ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
止
や
縮

小
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
を
始
め
先
生
方
や
保
護
者

の
方
々
と
の
接
点
も
激
減
し
、
し
か
も
、
そ
の
数
少

な
い
関
わ
り
も
マ
ス
ク
越
し
と
い
う
非
常
に
残
念
な

事
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
せ
い
で
名
前

と
顔
が
覚
え
づ
ら
い
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
小
松
高
校
を
昨
年
度
卒
業
し
た
長
女
が

小
学
校
の
時
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て

か
ら
数
え
て
十
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
を

し
続
け
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
我
が
子
を
守
り
た
い

と
言
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
我
が
子
を
守
る

と
言
っ
て
も
一
人
で
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
常
に
見

守
っ
て
い
る
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
学
校
へ
の

登
下
校
や
遊
び
に
行
っ
て
い
る
時
も
心
配
は
尽
き
ま

せ
ん
。
な
ら
ば
私
と
同
じ
様
に
我
が
子
を
知
る
人

を
学
校
や
地
域
に
増
や
す
と
言
う
考
え
に
至
り
ま

し
た
。
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
保
護

者
同
士
や
子
ど
も
た
ち
の
顔
や
名
前
を
覚
え
、
先

生
方
と
連
携
を
取
り
、
小
松
高
校
の
生
徒
た
ち
を

見
守
る
こ
と
で
我
が
子
を
守
る
事
に
繋
が
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
の
第
一
歩
と
し
て
保
護
者
の
皆
様
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
出
来

ま
し
た
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、

学
校
行
事
を
共
に
盛
り
上
げ
た
り
し
て
子
ど
も
た

ち
共
々
楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
せ
た
ら
良
い
の
で

す
が
、
中
々
難
し
い
か
と
は
思
い
ま
す
。

　
も
し
、「
参
加
し
た
い
」「
参
加
し
て
み
た
い
」「
途

中
か
ら
で
は
無
理
か
な
？
」と
思
っ
て
い
て
も
、Ｐ
Ｔ

Ａ
の
お
や
じ
部
は
随
時
部
員
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
気
兼
ね
な
く
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
四
年
度
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

殆
ど
の
学
校
行
事
と
そ
れ
に
伴
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ほ

ぼ
正
常
に
執
り
行
わ
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
七
月
・
十
一
月
に
は
竹
林
整
備
、
九
月
は
体
育
大

会
、
十
月
は
小
松
高
祭
、
十
一
月
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ
一
つ
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
支
え
て
行
く
と
同
時
に
、
保
護
者
間
の
団
結
力

を
高
め
、
更
な
る
高
校
生
活
の
充
実
に
繋
が
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

想
い
を
繋
ご
う
！Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
　
吉
實
　
勇
治

　
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
本
校

の
教
育
活
動
推
進
に

御
協
力
と
御
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
五

月
七
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
に
お
い
て
、
吉
實
勇
治
新
会
長
を
中
心
と
し
た

新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。「
ｒ
ｅ:

想
い
を
紡
ぎ
、

養
正
が
丘
の
絆
を
繋
ご
う
」を
目
標
と
し
て
、
生
徒

た
ち
を
見
守
る
様
々
な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
香
川
唯
信
前
会
長
、
旧
役
員
の
皆
様
に
は
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
青
野
裕
美
顧
問

は
、
六
月
九
日
に
、「
教
育
長
・
県
高
Ｐ
連
会
長
連

名
表
彰
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
五
年
度
は
、
新
入
生
一
二
一
名
を

迎
え
入
れ
、
全
校
生
徒
三
四
一
名
、
教
職
員
五
五

名
、
総
勢
三
九
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
重

点
努
力
目
標
を
引
き
続
き「
文
武
両
道 

人
間
力
を

高
め
合
い 

夢
の
実
現
を
〜
伝
統
を
継
承
し
、
地
域

と
共
に
歩
む
〜
」と
定
め
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
仲
間
と
共
に
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
す

る
姿
、
日
々
の
小
さ
な
こ
と
を
喜
び
楽
し
む
姿
、

進
路
実
現
を
目
指
し
最
後
ま
で
粘
り
強
く
努
力
す

る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
養
正
が
丘
に
毎
日
全
校

生
徒
が
集
う
意
義
は
、
一
人
一
人
が
、
日
々
の
生
活

の
中
で
、
生
徒
同
士
、
ま
た
、
生
徒
と
教
員
が
互

い
の
心
を
さ
ら
け
出
し
、
学
び
合
い
、
高
め
合
っ
て

い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
制
限
が
緩
和
さ
れ

た
今
年
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
、
生
徒

が
主
体
と
な
っ
て
考
え
、
行
動
し
、
学
び
合
う
活

動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
変
幻
自
在 

輝

く
青
春 

刻
め
心
に
」で
す
。
多
様
な
変
化
や
困
難

を
受
け
入
れ
、
柔
軟
に
対
応
し
、
成
長
し
て
い
こ

う
と
す
る
心
意
気
、
日
々
努
力
を
重
ね
、
仲
間
と

の
大
切
な
瞬
間
を
深
く
心
に
刻
み
、
将
来
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
一
学

期
の
様
々
な
活
躍
に
そ
の
気
持
ち
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
四
月
末
の
日
曜
日
、
竹
林
整
備
に
は
六
十
名
も

の
生
徒
が
共
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
、

い
ず
れ
の
部
も
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
熱
心
な

取
組
を
続
け
て
い
ま
す
。
県
総
体
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
は
準
優
勝
、
四
国
大
会
ベ
ス
ト
八
、

空
手
は
個
人
三
位
、
四
国
大
会
出
場
、
水
泳
は
四

位
入
賞
、
四
国
大
会
出
場
を
決
め
る
な
ど
、
活
躍

し
ま
し
た
。
今
、
生
徒
会
、
吹
奏
楽
部
、
有
志
の

皆
さ
ん
、
声
を
か
ら
し
、
野
球
応
援
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
問
題
へ
の
取

組
や
、
小
松
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
な
ど
地
域
課

題
を
解
決
す
る
実
践
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
生
徒
も
い
て
、
今
後
に
大
い
に
期
待
を
抱
い
て
い

ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
る
生
徒
に
と
っ

て
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
人
を
思
い
や
る
心

や
共
感
す
る
心
を
育
み
、
多
様
な
人
々
と
協
働
す

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
生
徒
主
体
の
活
動
が
充
実
し
て
い
く

よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

竹
林
整
備
や
総
体
の
応
援
を
は
じ
め
諸
行
事
へ
の

御
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
学
期
に

も
体
育
大
会
や
小
松
高
祭
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
等
、
大
き
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
温
か

い
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
び
合
い
高
め
合
う校

長
　
松
浦
ヨ
リ
子

令和５年７月20日 小松高校PTAだより　第85号 令和５年７月20日小松高校PTAだより　第85号

令和５年度  PTA 主な活動目標

ｒｅ：想いを紡ぎ、養正が丘の絆を繋ごう

文化教育部
　学校と家庭、生徒と保護者の情報を発信します。
　 ● PTAだより（発刊 年２回）
　 ● PTA活動の記録とまとめ
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

保健環境部
　生徒と保護者の心と身体の健全な育成を目的に活動します。
　 ● PTA活動（研修旅行の企画）
　 ● 学校保健委員会への協議題検討と参加
　 ● ボランティア活動の参加
　 ● 危険箇所の点検修繕とその啓発
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

人権教育部
　身近な人権問題を学習し、保護者だよりとして発信します。
　 ● 人権・同和教育保護者だより「きらり」の発行（年２回　９月、２月）
　 ● PTA関係各種学習会への参加（人権部会だけに限らない）
　 ● 学校内での学習会（意見交換）
　 ● 西条市差別をなくする市民のつどい
　 ● 愛媛県人権・同和教育研究大会
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

生徒指導部
　直接、生徒と交わり、生徒の行動に目を配る活動を行います。
　 ● 夏季休業中、祭礼などの補導当番（地区別）
　　（夜市、おかげん、夏祭、七夕祭など）
　 ● 各地区にて交通違反、駅やコンビニでのたむろ、薬物乱用、夜間徘徊などの情報収集
　　ならびに学校への連絡
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画
　 ● 高校生防犯ボランティア活動(C.A.P=Culture Area Protectors)

おやじ部
　竹林整備を始めとした各種イベント
　の企画運営を行います。
　 ● たけのこ掘り
　 ● そうめん流し
　 ● 竹林の整備（竹チップ）
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

修学旅行（沖縄班）

修学旅行（関東班）

秋川雅史さん来校

０円食堂（水都市）

発行所

編集
責任

小松高等学校
PT A文教部
総務厚生課

　
校
章
の
由
来

松
に
囲
ま
れ
た
小
松
高
校
を

抽
象
化
し
た
松
の
絵
に
小
松

の「
小
」と「
高
」を
配
し
た
。

積
微
力
行



令和５年７月20日 小松高校PTAだより　第85号 令和５年７月20日小松高校PTAだより　第85号

佐伯　孝史（教諭）
　地歴・公民科、２学年団、バス
ケットボール部の顧問です。人権・同
和教育課の仕事を担当して、六年目になります。
氷見地区にある古民家研究会の活動を皆さんに
紹介していきたいと思います。趣味は将棋、日
本将棋連盟の特別会員にもなっています。

池田　昌史（教諭）
　地歴・公民科、２年１組担任、
バレー部顧問です。東温市から
桜三里をこえて広がる景色を楽しんでいま
す。自然の豊かなこの学校で、生徒のみな
さんと成長していきたいと思います。よろ
しくお願いします。

地歴
公民

地歴
公民

林　　格男（教諭）
　今年度本校に赴任してまいりま
した。地歴・公民科、３年２組副
担任、サッカー部を担当させていただきま
す。生徒の皆さんと共に成長していきたい
と思っております。よろしくお願いいたし
ます。

地歴
公民

飯田　高大

千原　大藤林　幸宏
松本　秀樹 池田　昌史

茂松　克明
山本　鷹裕西坂　靖司

河口　雄紀
印南　雄介

教頭
久門　美和

教頭
園部　孝行

校長
松浦　ヨリ子

事務長
德永　博子

梶原　健作
佐伯　孝史

河渕　英明

大野　真由美

平塚　敏和藤本　賢二藤原　さおり

伊藤　和美
寺川　紗希

中納　紗智
松浦　華

月原　康宏渡部　裕也

江島　昂志

中村　晃一
田井　修一

石山　晴菜

丹下　徳子
石飛　敦美

長谷部　和子

林　格男

新居田　明子

伊藤　信子

佐伯　宏美

川口　靖史八塚　康次 露口　加恵 杉田　啓樹

武田　大河
藤田　優子

谷口　愛梨

杉村　征彦
田所　軍兵衛

宇佐美　秀文

村上　美春

槇　純子

村田　富孝 佐伯　ひとみ 鎌田　康子

荒木　裕美

宮本　康平

杉田　啓樹（教諭）
　今年度本校に赴任してまいり
ました。国語科、３年４組の担
任、ソフトボール部顧問を担当しています。
共に学校を盛り上げるよう精進します。よ
ろしくお願いします。

石山　晴菜（教諭）
　本校３年目です。国語科、２年
２組担任、女子サッカー部顧問で
す。生徒の皆さんの努力する姿と笑顔を大
切にしながら、共に成長していきたいと思
います。よろしくお願いいたします。

国語国語
月原　康宏（教諭）
　本校５年目で、１年学年主任・
地歴公民科・ソフトボール部顧問
をしています。地域の歴史を研究し、地域
の活性化に役立てたいと思っています。

地歴
公民

田所軍兵衛（教諭）
　本校３年目となりました。松山
から通勤しています。歴史ある小
松の文化・教育についてまだまだ浅学のた
め、少しでも学びを深めたいと思います。教
科指導や地域活動を通して、生徒の充実感や
自信につなげられるよう努めてまいります。

国語

松浦ヨリ子（校長）
　小松高校三年目になりました。生徒の皆
さんが毎日生き生きと夢や希望をもって学
び、互いに高め合っていけるよう、最善を
尽くします。よろしくお願いいたします。

園部　孝行（教頭）
　小松高校２年目です。毎朝、４時からラン
ニングをしています。朝の空気をいっぱい
吸って一日をスタートしています。毎日、コ
ツコツと何かを続けることはとても良いこと
だと思います。皆さんも何かをコツコツと続
けてみてはどうでしょうか。

久門　美和（教頭）
　本校３年目となりました。勉強や部活動、
学校行事、地域活動等、「積微力行」の校是
のもと、こつこつじっくり頑張る小松高生を
少しでもサポートできるよう頑張りたいと思
います。よろしくお願いします。

德永　博子（事務長）
　本校２年目です。生徒の皆さんが安全で
快適な学習活動が送れるように整えていき
たいと思っております。どうぞよろしくお願
いします。

露口　加恵（教諭）
　小松高校９年目です。国語科、
３年３組の担任、茶道部とテニス
部を担当します。進路課の進学指導の担当
も務めます。生命力あふれる生徒の皆さん
の学びのため、最善を尽くします。

国語

教職員紹介

藤本　賢二（教諭）
　生徒指導主事　小松高校11年
目になりました。日常が戻りつつ
ある中、皆で協力して、「明るく活発」で「礼
儀正しく」「芯のあるひたむきな活動」をし
ていきましょう。

保健
体育

渡部　裕也（教諭）
　教科は数学で、進路課を担当
しています。趣味は俳句を詠むこ
とです。では一句、「春の風　生き生きと芽
は　新たなり」よろしくお願いします。

西坂　靖司（教諭）
　本校６年目、３年３組副担任・
数学・総合体育文化部を担当、
学校行事全般の写真撮影もさせていただ
いています。進路課長として、生徒一人一
人の進路実現に協力していきたいと思い
ます。

数学数学

河口　雄紀（教諭）
　今年度本校に赴任してまいりま
した。教科は数学で、テニス部を
担当させていただきます。若さを活かして生
徒の皆さんと一緒に様々な活動をしていきた
いと思います。共に成長できるよう精一杯頑
張りますので、どうぞよろしくお願いします。

伊藤　和美（教諭）
　理科（生物）の授業、２年４組副
担任、研修図書課、女子バスケッ
トボール部、吹奏楽部を担当します。小松
高生の頑張る姿や元気な笑顔を糧に、皆さ
んの学校生活が実り多きものになるようサ
ポートしていきます。よろしくお願いします。

理科数学

川口　靖史（教諭）
　３年２組担任、数学科、卓球部
を担当します。生徒の皆さんの進
路希望の実現に向けて精一杯努めたいと思
います。よろしくお願いします。

数学

八塚　康次（教諭）
　本校４年目になりました。理
科、３年１組担任、教務課を担当
します。生徒の皆さんの成長していく姿が
見られることを楽しみにしています。よろ
しくお願いします。

理科

梶原　健作（教諭）
　小松高校２年目になりました。保
健体育、１年３組担任、男子バレー
ボール部の顧問を担当させていただきます。
生徒の皆さんが明るく元気に、安心して学校
生活を送ることができるよう、精一杯頑張り
たいと思います。よろしくお願いいたします。

保健
体育

千原　　大（教諭）
　本校３年目になります。保健体
育、３年１組副担任、野球部を担
当します。生徒一人一人の個性を伸ばし、
心身ともに成長できるようサポートしてい
きたいと思います。どうぞよろしくお願い
します。

保健
体育

山本　鷹裕（教諭）
　教科は理科、専門は地学です。
自然の美しさ、素晴らしさ、大
切さを伝えていきたいと思っています。本
校ＯＢとして精一杯頑張ります。
　一緒に成長しましょう。

理科
武田　大河（講師）
　今年度赴任しました。化学や
物理基礎などの授業を担当しま
す。理科に興味をもってもらえるよう頑張
ります。疑問に思ったことやわからないこ
とがあれば気軽に相談してください。

理科

杉村　征彦（教諭）
　本校３年目になりました。教科は芸
術科（音楽）、部活動は吹奏楽部を担
当します。音楽を通して豊かな情操を育てていき
たいと思います。また、生徒会担当として、生徒
にとって有意義で、思い出に残る学校生活を送る
ことができるように支援していきたいと思います。

芸術
茂松　克明（教諭）
　小松高校２年目になりました。
教科は芸術（美術）、１年２組の副
担任です。部活動は美術部とテニス部を担
当しています。よろしくお願いします。

藤林　幸宏（教諭）
　本校２年目です。英語科、１年
１組担任、女子バスケットボール
部を担当いたします。生徒の皆さんの学び
の手助けができるよう、励んでまいります。
よろしくお願いいたします。

英語
中村　晃一（教諭）
　今年赴任してきました。担当教科は英語
で、２年２組副担任、テニス部女子の顧問
をしています。英語が苦手な人にもわかるように、なる
べく簡単な説明を目指して授業をしていきます。体を動
かすことが好きなので、学校行事などでも一緒に活動で
きたらいいなと思っています。よろしくお願いします。

英語

芸術

松浦　　華（講師）
　今年度本校に赴任してまいりま
した。２年３組副担任、保健体
育、女子バレーボール部を担当させていた
だきます。生徒の皆さんが充実した３年間
を過ごせるよう精一杯サポートしていきま
す。どうぞよろしくお願いします。

藤原さおり（教諭）
　小松高校３年目です。英語科、
３年学年主任、華道部、女子バ
レーボール部を担当します。生徒の皆さん
が充実した学校生活を送れるようサポート
していきたいと思います。よろしくお願い
いたします。

英語

保健
体育

松本　秀樹（再任用教育職員）
　本校２年目です。英語と人権・
同和教育を担当しております。生
徒の心の声に耳を傾けられるようがんばり
ます。

英語
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４
月
30
日
㈰
第
38
回
の
竹
林
整
備
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
事
前
準
備
の
お
か
げ
で
学

校
行
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
、
竹
林
を
よ
く

す
る
会
の
皆
様
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
勢
65
名
の
協

力
に
よ
り
竹
チ
ッ
プ
、
筍
ご
飯
、
若
竹
収

穫
な
ど
幅
広
い
活
動
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
第
39
回
は
、
７
月
30

日
㈰
。
小
学
生
と
一

緒
に
「
キ
ャ
ッ
チ
・

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
大
会
」

も
企
画
し
て
い
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

竹
林
整
備

竹
林
整
備

竹
林
整
備

私たちに
できる

　
５
月
３
日
㈬
、
５
日
㈮
、
６
日
㈯
西
条
市
飯
岡
地
区

の
若
竹
収
穫
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
、

津
々
浦
々
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
そ
の
規
模
を
拡
大
す
る

竹
林
は
、
そ
の
強
靭
な
成
長
力
で
エ
リ
ア
の
生
態

系
を
破
壊
し
、
土
砂
・
土
壌
崩
壊
の
危
険
性
を
高

め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
参
加
者

を
３
班
に
分
け
て
収
穫
量
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果

は
Ａ
班
が
６
８
．５
㎏
で
優
勝
で
し
た
。
何
よ
り
進
ん
で
事
前
講
習
に
臨

む
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
が
素
晴
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　「
筍
を
楽
し
く
採
っ
て
美
味
し
く
食
べ
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
で
き
る

ロ
ー
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」そ
ん
な
気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
収

穫
し
た
若
竹
は
、
美
味
し
い
メ
ン

マ
に
加
工
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
！
昼
食
は
、
メ
ン
マ
チ
ョ
入
り

の
ラ
ー
メ
ン
が
大
盛
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
・
四
国
総
体
に
テ
ニ
ス
男
子
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
女
子
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、
総
合
体
育
文
化
部（
空

手
、
少
林
寺
拳
法
、
水
泳
、）が
出
場
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
県
総
体
出
場
者
は
昨
年

度
の
55
名
か
ら
73
名
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
粘
り
強
い
闘
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
四

国
大
会
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
８
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
総
合
体
育
文
化
部（
吟
詠
剣
詩
舞
）

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ローカル
アクション
ローカル
アクション
ローカル
アクション若竹収穫大会

谷口　愛梨（教諭）
　本年度４月に赴任して参りまし
た。家庭科の担当で、１年４組の
担任と、女子バレーボール部を担当させて
いただきます。生徒の皆さんの成長をサ
ポートできるよう頑張ります。よろしくお願
いします。

家庭
新居田明子（講師）
　１年４組副担任、日本音楽部
顧問として、明日の力になる学
びをサポートしていきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。

家庭
佐伯　宏美（講師）
　今年度、家庭科の講師として
赴任して参りました。将来、生活
の中で役に立つ知識や技術を身につけら
れる授業を目指して頑張ります。よろしく
お願いいたします。

家庭

田井　修一（再任用教育職員）
　一旦定年退職をし、本年度から再
任用教育職員としてお世話になりま
す。２年生の学年主任を仰せつかりました。生徒
の皆さんが積極的に伸び伸び活動できるようアシ
ストして参りたいと考えています。長年関わってき
た野球も頑張ります。よろしくお願いいたします。

商業

丹下　徳子（指導教員）
　初任者指導教員として４月から
勤務しています。近くに住んでいま
すが、小松高等学校での勤務は初めてです。
自然に恵まれた、歴史のある本校で、まじめ
で礼儀正しい生徒の皆さんと過ごすことがで
きて幸いです。どうぞよろしくお願いします。

河渕　英明（主任業務員）
　本校での勤務も８年目となりま
した。さらに安全で快適な学校
環境の整備に努めていこうと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

事務

初任研

鎌田　康子（教育業務支援員）
　数十年ぶりに丹原で暮らし始め、思いが
けず母の母校である本校に在職する機会を
得ました。小松の生徒さんたちはきちんと
立ち止まって挨拶が出来ますね！ １、２年
生の授業でウロウロしていますので、困っ
た時は声かけてくれると嬉しいです。

荒木　裕美（教育業務支援員）
　小松高校７年目になりました。主にライ
フデザイン科の実習に入っています。今年
度もよろしくお願いします。

平塚　敏和（教諭）
　総務厚生課の平塚です。経済研
究部・野球部顧問をしています。私
たちにできるローカルアクション！社会に貢献
できるような商業教育を充実させていきたい
と考えています。将来役に立つビジネス教育を
目指して頑張りますのでよろしくお願いします。

商業
飯田　高大（教諭）
　今年度、赴任いたしました。２
年１組副担任、部活は野球部・パ
ソコン部です。一緒に学び、一緒に楽し
み、一緒に成長できるよう頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

情報

寺川　紗希（養護教諭）
　小松高校５年目です。生徒の皆さ
ん一人一人が、こころもからだも健や
かに、安心して自分らしく輝ける日々が送れるこ
とを願っています。保健室がそんな高校生活のた
めのサポートができる場として機能するよう努め
てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

石飛　敦美（実習助手）
　本年度より、情報科授業の実習助手とし
て赴任しました。令和４年度から新課程と
なり、生徒の皆さんには、まだまだ不安や
戸惑いがあると思いますが、皆さんの学び
に寄り添い、支えていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

養護

江島　昂志（主事）
　新規採用職員として、本年度か
ら小松高校に赴任してまいりまし
た。出身地は砥部町で、小松町が社会人とし
て初めての勤務地となります。生徒の皆さん
と共に成長していけるよう、精一杯努めさせ
ていただきます。よろしくお願いいたします。

事務

伊藤　信子（教育業務支援員）
　PTA会計や養正会関連、図書
室業務等担当しています。事務室
で、生徒の皆さんの笑顔や楽しい声を聞き
ながらお仕事できてうれしい毎日です。

事務
佐伯ひとみ（教育業務支援員）
　本校での勤務も長くなりまし
た。皆さんのお役に立てたかど
うか、自問自答の毎日です。『ミスなく、確
実に』を目標に頑張りたいと思います。よろ
しくお願いします。

印南　雄介（主任）
　小松高校２年目の勤務となりま
す。小松高校の環境をより良いも
のに出来るよう頑張ります。事務仕事に興
味がある方は是非事務室を覗いてみてくだ
さい。

事務

事務

長谷部和子（教育業務支援員）
　昨年12月から教育業務支援員として勤
務しています。今年度は、１・２年生の数学
や英語の授業を中心に支援に入っていま
す。宜しくお願いいたします。

槇　　純子（スクールライフアドバイザー）
　相談員として、毎週水曜日に来校してい
ます。生徒の皆さんが、自分らしく生き生
きと充実した高校生活が送れるように応援
しています。保護者の方の相談も受け付け
ています。気軽に相談に来てください。よ
ろしくお願いいたします。

藤田　優子（教諭）
　小松高校６年目です。担当教科
は家庭科で、保健相談課、被服
手芸部を担当させていただいています。授
業を通してものづくりの楽しさを伝えてい
けたらと思います。よろしくお願いします。

家庭
大野真由美（教諭）
　担当教科は家庭科。教務課、
食物部を担当させていただいて
います。「楽しい授業、生活で実践できる授
業」を目指しています。よろしくお願いしま
す。

家庭
中納　紗智（教諭）
　小松高校２年目になります。担
当教科は家庭科で、２年４組の担
任と、日本音楽部を担当しています。生徒
の皆さんが前向きに学校生活を送れるよう
サポートしていきたいと思います。よろしく
お願いします。

家庭

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
高
校
生
と
の

国
際
交
流

　
６
月
13
日
㈫
に
西
条
市
役
所
主
催
の

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
高
校
の
留
学
生
が
来
校
し

ま
し
た
。

　
留
学
生
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の

伝
統
・
文
化
の
違
い
に
興
味
津
々
の
様

子
で
し
た
。
本
校
の
生
徒
も
、
積
極
的

に
留
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
楽
し
く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

県総体・四国総体での活躍県総体・四国総体での活躍
６月２日～５日


